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研究成果の概要（和文）：第28回から第37回の手話検定試験の6級及び5級受験者合計3,450名の成績を入手し、その中
から正解率100%の語彙67語を抽出した。受験者の100%が正解という特異な語彙は学習が易しいというだけでなく、一般
に理解が易しく、その原因は身振りとの関連が強いとの仮定を設定し、記号の透明度（学習なしに意味が推定できる度
合い）と身振り語源、数字などの象徴性（指の数）、CLという構成素の観点から相関関係を分析した結果、透明性は身
振り、象徴性、CLとの強い関連があることが証明された。これらの語彙が助け合いサインとして活用できることを強く
示唆している。

研究成果の概要（英文）：In the test test result of the 3,450 applicants of Sign Language Proficiecy Test, 
 there were 67 sings being answered correctly by the 100% of them.  Those remarkable signs suggest us that
 they are easy to learn and must have strong relation with the Japanese gestures.  Comparison among the fa
ctors, transparency of a sign, gestural origin, emblem and CL shows there is a strong relation among them.
  The results indicates these signs are suitable for the mutual support signs. 
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１．研究開始当初の背景 
手話研究は国内外に多く見られるようにな

ったが、現在、欧米を中心とする手話研究の

ほとんどが「聾者の手話」である。ことにア

メリカにおいては、聾社会を民族集団のよう

に考える、聾文化主義が広がっており、手話

といえば聾者手話という概念が定着してい

る。日本はアメリカ聾運動の影響を強く受け

ており、手話といえば日本手話、即ち聾者手

話と考える人が多い。 

しかし、実際には聴覚障害者は聾者と中途

失聴・難聴者（以下難聴者と略記）に大別さ

れる。両者の決定的違いは母語にあり、聾者

の母語は日本手話、難聴者の母語は日本語で

ある。難聴者は手話を使用する人が少ないが、

それは手話には学習を要すること、また学習

機会がないからである。 

本研究の目的はまず、手話学習を望む難聴

者に簡便な手話、難聴者向け手話を研究し、

普及することにある。聴覚障害者人口を調査

した神田（2008)は聾者人口を約１.5 万人と

推定し、聴覚障害者人口全体(35.5 万人）の

4%であることを示した。即ち、世間一般は聴

覚障害者はすべて手話をする、という誤解が

あり、その結果、多数の難聴者が困っている

のが実情である。 

一方、我が国は現在すでに高齢化社会に入

っているが、加齢による聴覚障害が急増する

ことが予測される。高齢難聴者は障害者とし

ての自覚がないが、実際のコミュニケーショ

ンには不便を感じ支障をきたしている。高齢

化社会は潜在的難聴者人口（推定２千万人）

の爆発でもある。難聴者の手話の研究は未見

であり、世界的にも例がない。理由は上記の

ように、手話とは聾者の手話であるというの

が通念となっており、難聴者に聾者手話学習

を強いるか、「手話の下手な人」として扱わ

れているにすぎない。これは人口の多い「少

数者の中の少数者」である。しかし、難聴者

の手話問題はこれまで指摘されてこなかっ

た。 

本研究者は長年の手話研究の中で、難聴者

から「私たちの手話がわかってもらえない」

という声を多く聞いた。難聴者の手話が独自

の語彙使用と文法をもつことに最近になっ

て気づいたが、難聴者自身も周囲の人々も、

また聾者も難聴者の手話は不完全なもの、未

熟なものと考えてきた。 

本研究は、これまでの手話研究経験を活か

し、過去の日本手話文法の知見を活用するこ

とで、難聴者手話の語彙使用と文法を研究す

る。その結果を基盤として、語彙表と文法書

を作成し、現存する難聴者と、近い将来の難

聴者（高齢者）に効率のよい手話コミュニケ

ーション方法を提言し、それを「補聴サイン」

と命名して、言語的構造を研究しようとした。 

 

２．研究の目的 

⑴補聴サインの定義と提案 

「補聴サイン」を定義し、具体的な語彙と

文法を提示、使用法を提案する。 

⑵中途失聴者・難聴者の手話使用の実態調

査 

補聴サインの基盤となる、現行の難聴者手

話の実態を調査する。これらは個人的なバラ

ツキが多いと予想されるので、共通部分を抽

出し、法則性をまとめる。 

 

３．研究の方法 

⑴平成２３年度 

聴者・中途失聴者の現状把握：これまでの

手話調査の過程で発見した、難聴者集団のあ

る、新潟市周辺、堺市周辺、鹿児島市周辺、

東京都内、大阪市周辺、名古屋市周辺の難聴

者集団に研究者及び協力者の協力を得て面

談し、a.失聴して困ったこと、b.それをどう

処理してきたか、c.現在も困っていること、

d.失聴によって得たことなどを調査した。 

手話使用の実態調査：各地域の難聴者・中途

失聴者団体に委託し、数分程度の自由発話を



録画した。録画結果を DVD などにして、研究

者に送付してもらい、その手話ビデオを記述

し、語彙出現頻度、Type/token ratio、など

の統計資料を個人と地域を変数として分布

を調べる予定であったが、予想外に資料が集

まり、分析は完了していない。 

研究協力団体は NPO レクチャーハンズ（新

潟）、堺市手話サークル（堺）、NPO デフネッ

ト（鹿児島）、NPO 手話技能検定協会（東京）、

株式会社手話技能検定協会教育センター（大

阪）であった。 

 

⑵平成２４年度 

① 頻出語彙の抽出作業 

文献調査によって得られた頻出語彙と、実

際の発話における頻出語彙を比較して、基礎

資料とした。 

② 地域方言的要素の分析 

実際の発話では、個人方言や地域方言によ

る独自の表現形が予想されるので、標準形と

の差異がある場合は、補聴サインの「地方版」

としての基礎資料とする計画であったが、方

言性は予想外に少なく、共通化が進んでいる

ことがわかった。 

③ 補聴サイン候補の選出 

挨拶、数字、指文字など基本情報を、でき

るだけジェスチャーに近いことを基準に選

定することにして、思索を重ねた。 

 

⑶平成２５年度 

①  候補語彙選出 

研究期間を１年延長し、机上論的試作では

なく、実際に使用された例を抽出していくた

め、手話技能検定試験結果を採用することに

した。部外秘資料であるため、当初の計画に

はなかったが、手話技能検定協会からの許可

が得られたため、過去の受験者データから、

異常に正答率の高い試験語彙を抽出。ジェス

チャーとの関連、記号的透明性を分析し、最

終的に 70 語を選出した。 

４．研究成果 

第 69 回福祉情報工学研究会において『「助

け合いサイン」の開発と普及』と題して本研

究の成果の概要を公表した。本研究課題は

「補聴サイン」であるが、研究が進行する中

で、補聴器を連想させるのでよくないという

聴覚障害者からの意見もあり、世代間の相互

扶助というコンセプトをより具体的に表現

するものとして「助け合いサイン」の方がよ

いという提言を受け入れて、名称を変更した。 

研究データとして NPO 手話技能検定協会の

協力を得て、第 28 回から第 37 回の手話検定

試験の 6級及び 5級受験者合計 3,450 名の成

績を入手し、その中から正解率 100%の語彙

67 語を抽出した。受験者の 100%が正解とい

う特異な語彙は学習が易しいというだけで

なく、一般に理解が易しく、その原因は身振

りとの関連が強いとの仮定を設定した。これ

らの語彙を、記号の透明度（学習なしに意味

が推定できる度合い）と身振り語源，数字な

どの象徴性（指の数）、CL（モノの形を象形

する形態素）という構成素の観点から相関関

係を分析した結果、透明性は身振り、象徴性、

CL との強い関連があることが証明された。即

ち、これらの語彙が助け合いサインとして活

用できることを強く示唆していると同時に、

手話学習において、これらの要因により難易

度を測定すれば、効率のよい学習効果が得ら

れることが証明された。 

設問語彙は 67 語だが、手話検定では例題が

あり、その中に「男」「女」「私」のように、

透明度の高い語彙が含まれている。そこで本

研究ではその 3語を加えた 70 語を助け合い

サインの第 1レベル語彙とした。 
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